
 

【作
者
】王
昌
齢
（七
〇
〇
年
？
七
五
六
年
？
）・盛
唐
期
の
詩
人
。
字
は
少
伯
。
京
兆
の
人
。
七
言
絶
句
に
秀
で
、
辺
塞
詩
で
有
名
。 

山
西
省
太
原
に
本
籍
を
持
ち
、
京
兆
・長
安
に
生
ま
れ
た
ら
し
い
七
二
七
年
に
進
士
と
な
り
、
祕
書
省
の
校
書
郎
か
ら
七
三
四
年
に
博
学
宏
詞
科
に
及
第
し
て
汜

水(

河
南
省)

の
県
尉
と
な
っ
た
が
、
奔
放
な
生
活
ぶ
り
で
江
寧
の
丞
・竜
標
（湖
南
省
）
の
県
尉
に
落
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
七
五
五
年
、
安
禄
山
の
乱
の
時
に
官
を
辞

し
て
故
郷
に
帰
る
が
、
刺
史
の
閭
丘
暁
に
憎
ま
れ
て
殺
さ
れ
た
。
後
に
閭
丘
暁
は
、
安
禄
山
軍
の
侵
攻
に
対
し
、
唐
側
の
張
巡
を
救
援
し
な
か
っ
た
罪
で
、
唐
の
張

鎬
に
杖
殺
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
閭
丘
暁
は
「
親
が
い
る
の
で
、
命
を
助
け
て
欲
し
い
」
と
言
っ
た
が
、
張
鎬
は
、
「
王
昌
齢
の
親
は
誰
に
養
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
の
か
？
」
と

反
論
し
、
閭
丘
暁
は
押
し
黙
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

【語
釈
】
＊
閨
怨…

妻
が
そ
の
夫
と
別
れ
て
い
る
怨
み
の
詩
。  

＊
閨
中…

ね
や
の
う
ち
。
閨
房
。
女
性
の
部
屋
。  

＊
春
日…

春
の
の
ど
か
な
日
に
。
＊
翠
樓…

女
性
の
い

る
建
物
。
青
楼
。  

＊
陌
頭…

路
上
。
道
端
。
路
傍
。  

 

＊
楊
柳
色…

ヤ
ナ
ギ
の
青
々
と
し
た
色
。  

＊
夫
壻…

お
っ
と
。
む
こ
。  

＊
覓
封
侯…

諸
侯
に
な

る
こ
と
を
も
と
め
る
。
手
柄
を
立
て
る
。
立
身
出
世
を
求
め
る
。 

【
通
釈
】
閨
房
に
い
て
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
若
妻
に
は
、
世
の
中
の
愁
い
と
い
う
も
の
が
分
か
ら
な
い
。
春
の
の
ど
か
な
日
に
、
よ
そ
お
い
を
凝
ら
し
て
、
女
性
の
い
る
建
物
に

上
っ
て
、
気
楽
に
過
ご
し
て
い
る
。
道
端
の
楊
柳
の
青
々
と
し
た
色
を
見
て
、
に
わ
か
に
気
付
い
た
。
夫
に
、
手
柄
を
立
て
て
、
立
身
出
世
す
る
よ
う
に
し
む
け
た
こ
と

を
悔
や
む
。
悔
や
ま
れ
る
こ
と
は
、
夫
に
、
手
柄
を
立
て
て
、
立
身
出
世
す
る
よ
う
に
を
し
む
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 


